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デジタルデータ放送に向かって

アナログでは参入できなかったNHK

NHKと言えば、これまでは日本の放送業界の牽引車

的な役割を果たしてきたという印象が強いのだが、ア

ナログのデータ放送に限って言えば、そうした役割を果

たすことは期待されていないかのようだ。NHKは1998

年中にもデータ放送サービスに着手する予定だったが、

実際にはBSデジタル放送の開始まで延期された。そ

れも公共放送としての枠組みの範囲内でということで、

サービス内容も制限を受けることとなった。

NHKのアナログデータ放送事業への参入が見送ら

れた背景には、放送方式の規格や受信機などの技術

的な面で統一が図られていない段階でNHKがデータ

乗り出すと、その力量から言って影響が大きすぎるとの

判断が政府側に働いたことによるものだ。さらには、受

信料収入により経営を成り立たせているNHKが、専

用端末の保有者という特定の人のみを対象としたサー

ビスを行っていいのかということも問題視されたようだ。

早い段階でNHKが参入してくることになれば、NHK

の提供する規格や受信機が事実上の標準となってしま

う可能性があり、受信機の選択や普及についての自由

な競争が阻害されてしまうことも懸念されたようだ。こ

うした観点から、NHKに関しては規格や受信機につ

いての考え方がある程度落ち着いてきた段階、すなわ

ちデータ放送というサービスがそこそこ普及したころに

なってから参入させたほうがよい、またそうあるべきだ

との判断がなされたわけである。そうこう言っているう

ちに、本格的なデジタル放送時代を迎えることになって

しまい、アナログのデータ放送については、NHKは参

入せずに終わってしまったことになる。

NHKグループとしても、BS放送、さらには地上波放

送のデジタル化に対応していくために、技術研究所を

はじめすべての部門がそこに注力している。デジタル放

送の究極の姿としてISDB（統合デジタル放送サービス）

を追求しているところでもあり、データ放送事業も、デジ

タル放送への取り組みが本格化していくなかで自然と

並行的に進められていくことになる。

衛星によるデータ放送

これまでのアナログの衛星放送でも、音声について

はデジタル信号で送られている。衛星放送を利用した

データ放送は、地上波とは異なって、一波で全国をカ

バーでき、同報性に優れ、各種のデータを高速かつ大

量に配信できるところがその特徴と言える。アナログの

データ放送については、BSでは94年に、CSでは95年

に、それぞれ制度化された。

BS放送では、任天堂の関連会社の衛星デジタル音

楽放送（通称セント・ギガ）が、95年4月よりスーパーファ

ミコンを受信端末としてゲーム関連のデータ配信を行っ

ている。また、CS放送では、アナログ時代から音声放

送局のミュージックバードが「星のポケット」と銘打った

データ放送サービスを97年6月より始めており、音声放

送番組の予約受信録音や、シールプリント制作機の背

景画像の配信、さらに最近ではレコード店に据え付け

られた専用端末向けに、新譜情報やアーティスト関連

の情報の配信を行っている。

一方、CSデジタル放送の開始に伴って、CSデジタル

放送におけるデータ放送についても、96年の3月に制

度化されている。多チャンネル放送には不可欠のシス

テムとなっているEPG（電子番組案内）は、CSデジタル

での典型的なデータ放送サービスと言える。

デジタル放送では、言うまでもなく電波の隙間を使う

ことは不要なため、データ放送を行う場合には、データ

を多重化させるのではなく、帯域の有効活用の一環と

いうことになる。使用可能な帯域の中から、どれだけの

分をデータ放送用に割り当てるかという問題になるわけ

だ。大きな帯域を割り当てれば、それだけ高度なレベ

ルのデータ放送の実現が可能になる。
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にし・ただし：さくら総合研究所メディア調査室長。三井銀
行（現さくら銀行）を経て1994年より現職。著書に「デジ
タル放送元年」（日刊工業新聞社）、「放送デジタル化の功
罪」（中央経済社）ほか多数。西 正

NHKが予定しているデジタルデータ放送のプログラム

気象情報、通勤交通情報 住んでいる地域などの天気予報をいつでも
見ることのできる気象情報や、通勤時に役
立つ鉄道などの交通情報。

ニュース 24時間いつでも見ることのできる最新の主
要ニュース。

経済情報、スポーツ情報 外国為替や株価、関心の高いスポーツの
途中経過や結果など。

地震・津波情報 地震・津波の情報を即座に提供。
福祉サービス 障害者や高齢者に向けた福祉関連サービ

ス。
お知らせ・問い合わせ情報 番組関連の問い合わせ情報、NHKの広

報情報など、視聴者向けの情報サービス。
番組デジタルサービス 双方向や付加情報など番組を見ながら楽

しめるデジタルならではの新しいサービス。
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